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議会です。
よい人、よい町、よい政治。 議員が編集した手づくり広報紙

こんにちは

MIMATA



　　

平成26年度予算の総額

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
３
３
２
万
７

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
０
３
億

２
３
３
２
万
７
千
円
に
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

特
別
会
計
補
正
予
算

●�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

�

歳
入
、歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
８
５
万
４
千
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
28
億
６
６
８
０

万
３
千
円
に
。

●�

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
１
万
９
千
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
22
億
５
７
６
９

万
３
千
円
に
。

●�

梶
山
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
８
５
万
５
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
４
７
８
２
万

４
千
円
に
。

●�

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

歳
入
、歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
２
２
万
５
千
円

を
減
額
し
、予
算
総
額
を
６
億
２
８
５
８
万

７
千
円
に
。

主な歳入 主な歳出

県 支 出 金 ※1603万円
総 務 費 915万円

民 生 費 522万円（減額）

諸 収 入 729万円
農林水産業費 555万円

土 木 費 309万円

※�産地パワーアップ事業費補助金等
（日本一の県産焼酎を支える原料用かん
しょ生産拡大支援事業補助金を含む）

教 育 費 130万円

予 備 費 939万円
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平成30年度一般会計他　
補正予算等 可決

 

6
月
議
会
定
例
会
を
6
月
8
日
か
ら
21
日
ま
で
の
14
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
議

会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
12
議
案
、報
告
3
件
、意
見
書
案
1
件
。各
常
任
委
員
会
に
そ

れ
ぞ
れ
付
託
し（
一
部
全
体
審
議
）審
査
し
ま
し
た
。

６月定例会



●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

●�
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

　　

人
事
案
件

中
なか

村
むら

　俊
とし

郎
ろう

 氏渡
わた

邊
なべ

　知
とも

昌
あき

 氏

条
例
改
正

�

●�
三
股
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
▼
賛
成
多
数
で
可
決

�

●�

三
股
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

�

●�

三
股
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例

　
▼
賛
成
多
数
で
可
決

�

●�

地
域
材
の
利
用
拡
大
推
進
を
求
め
る
意

見
書

　
▼
賛
成
多
数
で
可
決

意
見
書

５
月
21
日 

臨
時
議
会
開
催

▼
全
会
一
致
で
可
決

●�

平
成
30
年
度
三
股
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
８
５
９

万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
６
億
３
７

８
１
万
２
千
円
に
。

●�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
町
営
住
宅
東
原
団
地

Ｂ
棟
建
築
主
体
工
事

［
契
約
金
額
］４
億
２
８
４
万
円

平
成
30
年
度
町
営
住
宅
東
原
団
地

Ｂ
棟
機
械
設
備
工
事

［
契
約
金
額
］５
３
５
５
万
７
２
０
０
円

平
成
30
年
度
町
営
住
宅
東
原
団
地

Ｂ
棟
電
気
設
備
工
事

　
［
契
約
金
額
］４
９
６
８
万
円
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議案番号 議　案　名
結
　
果

森 

正
太
郎

楠
原 

更
三

福
田 

新
一

池
邉 

美
紀

堀
内 

義
郎

内
村 

立
𠮷

福
永 

葊
文

指
宿 

秋
廣

重
久 

邦
仁

池
田 

克
子

山
中 

則
夫

38号 三股町税条例の一部を改正する条例 可
決 ○ ○ ○

※

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40号 三股町指定居宅介護支援等の事業の人員及
び運営に関する基準等を定める条例

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書案
第2号 地域材の利用拡大推進を求める意見書 可

決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上記以外の議案第39号、第41号から第49号については、全会一致のため未記載としております。

平成 30 年 ６月定例会 表決結果
○は賛成　○は反対　―は欠席　　　※議長は可否同数の場合を除き、表決には加わりません。賛 反

賛賛賛賛賛賛賛賛賛反

賛賛賛賛賛賛賛賛賛反

賛賛賛賛賛賛賛賛賛反



　

内村　立𠮷議員… …………… 5p掲載
①救急医療センターの負担金は
②町職員採用試験について
③多面的機能支払の広域協定について

堀内　義郎議員… …………… 6p掲載
①見守り活動での安全確保は
②地域材の利用促進を

福田　新一議員… …………… 7ｐ掲載
①全国学力テスト結果の公表を
②就農前に自信をつけさせる手段は
③どぶろく特区について

森　正太郎議員… …………… 8ｐ掲載
①清流園民営化のデメリットは
②子育てにやさしいまちづくりについて
③町営住宅について

池田　克子議員… …………… 9ｐ掲載
①無人宅配ボックスの設置を
②まちづくり基本方針について
③所有者不明の土地について

山中　則夫議員… ………… 10ｐ掲載
①農家の所得向上施策は
②五本松住宅跡地の今後の計画は
③樺山・宮村の農地を宅地に
④町職員の意識改革の指導は

楠原　更三議員… ……………11ｐ掲載
①自治公民館に期待することは
②地域づくり推進事業について
③地元就職支援策には
④梶山城跡整備事業について

指宿　秋廣議員… ………… 12ｐ掲載
①下水道の加入率促進を
②役場職員の処遇について

６
月
議
会
一
般
質
問

ここが聞きたい

一般質問

議員個人が町の事務の執行の状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町
長などに求め町が町民のために適切な町政運営を進めているかを議員がチェッ
クするものです。

一般質問とは
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一般質問

救急医療センターの負担金は

見直しには至っていない

質
　
問

町
民
保
健
課
長

　

内 村　立 𠮷  議 員

農
業
振
興
課
長

都
城
市
は
、
平
成
27
年

の
都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
後
か

ら
西
諸
県
２
市
１
町
に
対
し
て
年
４
回
個

別
に
交
渉
を
続
け
、
理
解
を
求
め
て
い
る

が
、
協
定
書
の
締
結
な
ら
び
に
負
担
金
の

支
払
い
は
交
わ
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
負

担
金
の
見
直
し
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

西
諸
県
２
市
１
町
の
負
担
金
の
あ

り
方
に
つ
い
て
本
町
の
中
で
も
※
協
議
会

の
中
で
発
言
し
て
い
き
た
い
。

※�

協
議
会
…
都
城
圏
域
救
急
医
療
広
域
連
携

連
絡
協
議
会

本
町
が
採
用
す
る
試
験
は
、
時
事

的
事
項
の
理
解
、
地
方
に
関
す
る
基
礎
的

な
知
識
、
文
章
や
英
語
を
理
解
す
る
能
力

及
び
論
理
的
な
思
考
力
を
問
う
問
題
な
ど

と
な
っ
て
お
り
、
標
準
職
務
遂
行
の
能
力

を
有
す
る
か
ど
う
か
を
正
確
に
判
定
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
地
方
公
務
員
法
第

20
条
の
趣
旨
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今

後
も
、
町
村
会
の
方
針
で
採
用
試
験
を
実

施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

本
町
で
は
、
高
校
卒
業
程
度

を
対
象
と
す
る
初
級
試
験
の
み
を
行
っ
て

い
る
。

　
従
来
通
り
、
９
月
の
１
回
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。

※�

町
村
会
…
地
方
公
共
団
体
の
う
ち
町
村
の

み
で
組
織
さ
れ
、
自
治
振
興
の
た
め
の
政

務
活
動
や
町
村
職
員
の
研
修
・
共
済
事
業

を
担
う
団
体
。

本
町
に
お
け
る
取
組
み

団
体
は
10
団
体
で
あ
り
、
町
内
全
域
を
対

象
と
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
事
業

事
務
の
簡
素
化
、
及
び
交
付
金
の
有
効
か

つ
効
果
的
運
用
を
目
的
と
し
て
国
か
ら
の

指
導
も
あ
り
、
三
股
町
広
域
協
定
委
員
会

の
設
立
に
至
り
、
県
推
進
協
議
会
の
審
査

確
認
の
通
知
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

町
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
の

負
担
金
は
、都
城
市
の
協
定
に
基

づ
き
都
城
市
、
志
布
志
市
、
曽
於

市
、本
町
の
利
用
者
数
に
よ
っ
て

支
払
わ
れ
て
い
る
。

今
後
、利
用
者
数
が
減
少
す
れ

ば
本
町
に
お
け
る
負
担
金
の
額

が
多
く
な
っ
て
い
く
。

都
城
市
は
、西
諸
県
２
市
１
町

の
負
担
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て

交
渉
に
当
た
っ
て
い
る
と
し
て

い
る
。そ
の
後
の
経
過
と
負
担
金

に
つ
い
て
は
。

問

都
城
市
が
導
入
し
た
総
合
能

力
試
験
方
式
は
実
施
し
な
い
方

針
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
今
後
も
※
町
村
会
の
方
針

で
や
っ
て
い
く
の
か
。

問

多
面
的
機
能
支
払
の
広
域
協
定
に
つ

い
て

農
地
、
水
、
環
境
、
保
全
対
策

事
業
か
ら
始
ま
り
、名
称
を
変
え

て
、多
面
的
機
能
支
払
事
業
と
し

て
、平
成
29
年
度
ま
で
行
っ
て
き

た
。平
成
30
年
度
か
ら
の
広
域
協

定
は
。

問

▲都城夜間急病センター

5



一般質問

　

堀 内　義 郎  議 員

見守り活動での安全確保は

地域の方々と一緒に見守りたい

質
　
問

教
育
長

以
前
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
ご

高
齢
の
方
々
が
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
下

さ
っ
た
が
、現
在
は
、青
少
年
指
導
員
や
自

治
公
民
館
・
民
生
委
員
の
方
々
を
中
心
に

取
組
ん
で
い
る
。
児
童
に
係
わ
る
凶
悪
犯

罪
が
度
々
発
生
す
る
中
、
ど
の
程
度
見
守

り
を
実
施
す
れ
ば
安
全
確
保
さ
れ
る
か
難

し
い
課
題
で
あ
る
。
今
後
も
保
護
者
を
中

心
に
、行
政
・
学
校
・
地
域
が
連
携
し
、児

童
生
徒
の
見
守
り
を
続
け
て
い
き
た
い
。

各
小
・
中
学
校
の
事
案
件
数
は
、

平
成
25
年
度
は
１
件
、
平
成
26
年
度
は
４

件
、
平
成
27
年
度
は
３
件
、
平
成
28
年
度

は
８
件
、
平
成
29
年
度
は
７
件
で
あ
っ

た
。
ど
ち
ら
も
下
校
時
夕
方
の
発
生
件
数

が
多
い
状
況
で
あ
っ
た
。　

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
点
検
と
通
学
路

安
全
推
進
会
議
と
で
、
合
同
の
点
検
を
年

１
回
実
施
し
て
い
る
。
又
、
点
検
結
果
を

踏
ま
え
、
必
要
な
場
合
は
通
学
ル
ー
ト
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
、
自
治
公
民
館
役
員
や
民

生
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
自
主
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
。

学
校
独
自
で
設
置
す
る
事
は
あ

り
抑
止
に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
る
。
今
後

も
看
板
設
置
を
含
め
、
地
域
の
方
々
が
防

犯
用
帽
子
を
か
ぶ
り
、
朝
夕
に
散
歩
や
買

い
物
な
ど
し
て
頂
く
事
で
も
良
い
の
か

と
考
え
る
。
行
政
だ
け
で
は
な
く
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
な
り
、
見
守
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
う
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
３
階
建

て
で
あ
り
、
内
装
に
つ
い
て
は
※
木
材
利

用
促
進
基
本
方
針
に
沿
っ
た
木
質
化
に
努

め
て
い
る
。
Ａ
棟
に
お
い
て
は
内
装
の
木

質
化
、
Ｂ
棟
も
同
様
の
計
画
で
、
集
会
場

を
木
造
平
屋
建
て
と
し
て
お
り
、
地
域
材

の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

通
学
路
の
点
検
や
ル
ー
ト
の

見
直
し
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

問

過
去
５
年
間
に
お
け
る
町
内

で
の
不
審
者
声
掛
け
事
案
の
件

数
と
時
間
帯
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
。

問

現
在
の
公
共
建
築
物
の

木
造
率
は
９・
０
％
で
あ
り
、
平
成
22
年

度
に
比
べ
０・
４
％
増
加
し
て
い
る
。
平

成
23
年
度
以
降
は
、
弓
道
場
や
西
部
地
区

体
育
館
に
取
組
ん
だ
。

※�

平
成
32
年
度
12
・
９
％
…
平
成
23
年
に
法

律
に
基
づ
き
三
股
町
木
材
利
用
促
進
基
本

方
針
を
策
定
す
る
。
そ
の
中
で
、
木
造
率

等
の
目
標
値
を
標
記
の
と
お
り
定
め
た
。

※�

木
材
利
用
促
進
基
本
方
針
…
国
は
木
材
利

用
の
促
進
に
資
す
る
有
益
な
情
報
や
優
良

事
業
等
を
取
り
ま
と
め
、
地
方
に
共
有
さ

せ
る
方
針
。

登
下
校
時
に
お
け
る
通
学
路

の
見
守
り
体
制
は
ど
う
取
ら
れ

て
い
る
の
か
。

問

下
校
時
に
お
け
る
見
守
り
活

動
に
つ
い
て
、高
齢
化
や
共
働
き

に
伴
い
、地
域
で
の
安
全
確
保
は

出
来
て
い
る
の
か
。

問

人
に
よ
る
見
守
り
活
動
も
限
界

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
不
審
者
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」な
ど

の
看
板
設
置
も
効
果
が
あ
る
の
で

な
い
か
。

問地
域
材
の
利
用
促
進
を

町
営
住
宅
東
原
団
地
で
の
地
域

材
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
、
Ａ
棟

の
取
組
み
状
況
と
Ｂ
棟
の
取
り
組

み
予
定
は
。

問

木
造
率
の
目
標
設
定
に
つ
い

て
、現
状
で
の
木
造
率
と
目
標
年

（
※
平
成
32
年
度
12
・
９
％
）ま
で

の
取
組
み
は
。

問農
業
振
興
課
長

▲弓道場
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一般質問

　

福 田　新 一  議 員

全国学力テスト結果の公表を

教育上の配慮が重要

質
　
問

教
育
長

小
学
校
に
お
い
て
※

国
語
Ａ
・

算
数
Ａ
で
は
全
国
、
県
の
平
均
を
上
回

る
。※
国
語
Ｂ
・
算
数
Ｂ
で
は
全
国
平
均

を
下
回
り
県
の
平
均
を
上
回
る
状
況
。
中

学
校
に
お
い
て
は
国
語
・
数
学
と
も
全

国
、
県
の
平
均
を
下
回
る
結
果
。「
文
教

み
ま
た
」と
い
う
観
点
か
ら「
文
化
と
人

間
性
を
培
う
文
教
の
ま
ち
三
股
町
」を
掲

げ
人
間
性
を
大
事
に
し
て
い
る
。

※�

国
語
Ａ
・
算
数
Ａ
…
主
と
し
て
知
識
を
問
う
。

※�
国
語
Ｂ・算
数
Ｂ
…
主
と
し
て
活
用
を
み
る
。

調
査
に
よ
り
測
定
で
き
る
の
は

学
力
の
特
定
の
一
部
分
。
序
列
化
や
過
度

な
競
争
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
。

平
成
28
年
度
以
降
の
相

談
件
数
は
畜
産
関
係
が
12
件
、
施
設
露
地

野
菜
関
係
が
７
件
、
果
樹
が
１
件
。
就
農

意
欲
を
確
認
す
る
事
項
と
し
て
資
金
、
土

地
、技
術
、知
識
、経
験
、本
気
度
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
状
況
に
応
じ
た
対
応
、
す
す
め

方
を
指
導
、助
言
し
て
い
る
。

無
計
画
な
意
識
で
の

就
農
は
危
険
。
具
体
的
な
就
農
計
画
の
も

と
、
一
定
期
間
の
農
業
経
営
の
現
場
及
び

地
域
農
業
環
境
に
触
れ
る
プ
ラ
ン
を
設
け

る
。
経
営
感
覚
を
磨
き
地
域
と
の
繋
が
り

を
持
ち
技
術
、
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
で

「
自
信
」が
つ
き「
希
望
」へ
と
繋
が
る
。

和
牛
生
産
に
お
け
る
若

い
世
代
の
就
農
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

要
因
と
し
て
若
い
担
い
手
で
構
成
す
る

「
和
牛
研
究
グ
ル
ー
プ
」の
存
在
が
大
き

い
。
当
グ
ル
ー
プ
は
本
町
の
和
牛
生
産
農

家
を
労
力
的
援
助
と
し
て
支
え
グ
ル
ー
プ

内
交
流
、
競
争
意
欲
を
も
っ
て
切
磋
琢
磨

し
て
い
る
。

　
新
た
な
就
農
者
を
受
け
入
れ
る
環
境
要

素
を
備
え
て
い
る
。

酒
税
法
の
規
制
を
外
し
ど
ぶ
ろ
く

を
製
造
し
消
費
者
へ
提
供
で
き
る
。
ど
ぶ

ろ
く
を
利
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
や
肉
の
加
工

品
も
開
発
。「
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
協

議
会
」で
６
次
産
業
化
の
推
進
を
よ
り
積

極
的
に
進
め
て
参
り
た
い
。

ゴ
マ
と
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
の
生
産
に

新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ど
ぶ
ろ
く
に

つ
い
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

全
国
学
力
テ
ス
ト（
平
成
29
年

度
）の
調
査
結
果
を「
文
教
み
ま

た
」と
い
う
立
場
か
ら
ど
う
捉
え

る
か
。

問

全
国
、
県
と
の
差
や
県
内
で
の

順
位
を
具
体
的
に
公
表
し
て
は
ど

う
か
。
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

町
民
の
関
心
が
高
ま
る
の
で
は
。

問就
農
前
に
自
信
を
つ
け
さ
せ
る
手
段
は

新
規
就
農
者
の
相
談
件
数
と

そ
の
指
導
は
。

問農
業
振
興
課
長

就
農
に
希
望
と
自
信
を
持
た

せ
る
プ
ラ
ン
は
。

問農
業
振
興
課
長

個
人
へ
の
援
助
で
は
な
く
活

躍
し
て
い
る
担
い
手
を
核
に
若

者
が
集
ま
る
各
種
研
修
会
や
交

流
の
場
を
提
供
し
た
り
、
Ｉ
Ｔ
化

管
理
の
勉
強
会
等
の
推
進
は
。

問農
業
振
興
課
長

ど
ぶ
ろ
く
特
区
に
つ
い
て

地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
国

の
政
策
で
あ
る
特
区
を
最
大
限

に
活
か
し
、
日
本
最
南
端
の「
ど

ぶ
ろ
く
の
里
三
股
町
」を
目
指
し

て
は
ど
う
か
。

問

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

新
規
事
業
で
取
り
組
め
な
い
か
。

問

▲プチヴェール収穫の様子
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一般質問

森　　正太郎  議 員

清流園民営化のデメリットは

処遇の低下、町内購入の減少等

質
　
問

福
祉
課
長

入
所
者
や
職
員
の
処
遇
の

低
下
、
食
材
な
ど
物
品
の
町
内
購
入
の
減

少
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
収
入
の
減
少
が

考
え
ら
れ
る
。現

在
行
わ
れ
て
い
る
年
間
行

事
、
病
院
へ
の
送
迎
、
看
取
り
な
ど
、
継

続
は
努
力
義
務
と
し
て
い
る
が
、
必
ず
実

施
さ
れ
る
か
不
安
が
あ
る
。

町
立
病
院
と
は
違
い
、
土
地
は

貸
付
で
あ
り
、
運
営
を
や
め
て
し
ま
っ
た

場
合
返
還
さ
れ
る
。
ま
た
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
し
て
措
置
で
き
る
50
床
の
権
利
は

町
が
持
っ
て
い
る
の
で
、
別
の
法
人
に
移

譲
、
ま
た
は
町
の
直
営
、
あ
る
い
は
指
定

管
理
の
継
続
な
ど
、
い
ず
れ
か
の
形
で
存

続
さ
せ
る
。

「
子
ど
も
の
未
来
応
援
会
議
」

を
開
催
し
、９
月
に
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

担
当
課
、
大
学
、
民
生
委
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、社
会
福
祉
協
議
会
、子
ど
も
会
、

子
ど
も
食
堂
・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
か
ら

の
代
表
で
構
成
す
る
予
定
。

小
学
校
の
洋
式
化
は
３
割

で
、今
後
17
か
所
程
度
増
や
す
予
定
。

体
育
館
の
ト
イ
レ
は
17
か
所

の
中
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

対
象
の
児
童
が
い
た
場
合
に
必

要
な
工
事
を
行
っ
て
い
る
。今
年
度
は
ポ
ー

タ
ブ
ル
で
対
応
し
た
事
例
が
あ
る
。必
要
性

は
感
じ
て
い
る
の
で
計
画
的
に
や
っ
て
い

き
た
い
。

回
数
を
増
や
し
て
、
年
間
の
気

温
を
測
定
す
る
こ
と
が
大
事
と
考
え
る
。

入
居
者
方
の
話
を
聞
き

な
が
ら
、
軽
微
な
も
の
に
つ
い
て
は
対
応

し
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
の
展
望
を
問
う
。

問

体
育
館
の
ト
イ
レ
は
、
校
外
の

住
民
も
使
用
す
る
こ
と
が
あ
る
が
。

問

学
校
環
境
衛
生
基
準
の
一
部

改
正
が
行
わ
れ
、教
室
の
温
度
に

つ
い
て
従
来
は「
10
度
以
上
、
30

度
以
下
」が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
た
が
、
今
年
の
４
月
よ
り「
17

度
以
上
、
28
度
以
下
」と
基
準
が

見
直
さ
れ
た
。
教
室
の
密
度
に

よ
っ
て
体
感
温
度
も
異
な
る
と

思
わ
れ
る
。現
在
は
年
2
回
の
計

測
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、現
状
で

充
分
と
考
え
る
か
。

問

12
月
議
会
で
質
問
し
た
子
ど

も
の
貧
困
の
実
態
調
査
は
そ
の

後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

問
「
子
ど
も
の
未
来
応
援
会
議
」の

構
成
は
。

問

ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

つ
い
て
は
。

問

建
設
中
の
東
原
住
宅
Ｂ
棟
に
、

Ａ
棟
に
入
居
さ
れ
た
方
の
声
を

生
か
す
べ
き
で
は
。
蛇
口
が
高

く
、
水
し
ぶ
き
が
飛
ん
で
し
ま

う
、
ド
ア
の
開
閉
が
は
げ
し
く
、

手
を
挟
む
事
故
が
起
き
た
、な
ど

聞
い
て
い
る
。

問

三
股
町
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
清

流
園
」の
民
間
譲
渡
の
公
募
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
民
営
化
に
な
っ

た
際
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
問
う
。

問
　
「
入
所
者
の
処
遇
低
下
」と
は

具
体
的
に
。

問

本
町
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
存
続
は
担
保
さ

れ
て
い
る
か
明
言
さ
れ
た
い
。

問

町
営
住
宅
に
つ
い
て

子
育
て
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て

▲建設中の東原住宅B棟
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一般質問

池 田　克 子  議 員

無人宅配ボックスの設置を

まずは公共施設等に

質
　
問

町
　
長

試
験
的
で
は
あ
る
が
、
公
共
施
設

等
に
無
人
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
は

と
の
提
案
が
宅
配
業
者
か
ら
あ
っ
た
。
検

討
を
担
当
課
に
指
示
し
た
。

戸
別
の
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
購
入
に

個
人
負
担
が
大
き
け
れ
ば
需
要
が
あ
る
か

疑
問
だ
。公
共
施
設
で
様
子
を
み
る
。

現
況
と
課
題
を
踏
ま
え
、
施
策
の

基
本
的
方
向
を
掲
げ
、
取
り
組
み
概
要
と

し
て
施
策
の
展
開
を
示
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
計
画
の
４
棟

す
べ
て
耐
震
化
の
改
修
が
で
き
た
。

　
耐
震
調
査
は
し
た
が
、
改
修
さ
れ
て
い

な
い
も
の
も
あ
る
。今
後
推
進
し
て
い
く
。

当
町
の
地
籍
調
査
は
昭

和
50
年
度
に
始
ま
り
平
成
28
年
度
に
終

了
。
結
果
、
所
有
者
不
明
な
土
地
は
無
い

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
た
だ
未
相
続
の

土
地
の
存
在
に
よ
る
課
税
対
象
者
不
明
の

土
地
は
存
在
す
る
。相

続
不
明
の
土
地
が
十

件
く
ら
い
あ
る
。
相
続
者
を
調
査
し
な
が

ら
、対
応
し
て
い
る
。

国
の
新
た
な
制
度
創
設
や
地
方
自

治
体
の
動
向
を
み
な
が
ら
対
応
す
る
。

第
一
番
に「
豊
か
な
自
然
と
調

和
し
、快
適
に
暮
ら
せ
る
定
住
の

ま
ち
づ
く
り
」が
あ
る
。
住
民
が

実
感
で
き
る
よ
う
な
施
策
を
実

行
し
て
い
る
か
ど
う
か
。そ
の
内

容
と
具
体
策
は
。

問

各
課
の
報
告
を
受
け
た
が
、取

り
組
み
に
は
実
施
と
結
果
が
重
要

だ
。一
例
と
し
て
耐
震
化
補
助
の

現
状
は
。

問

ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
に
は

「
快
適
な
移
住
環
境
整
備
の
推

進
」も
あ
る
。
身
近
な
生
活
実
態

を
考
え
る
時
、利
便
性
も
重
要
に

な
る
。
今
、
共
働
き
世
帯
が
増
加

傾
向
に
あ
る
。そ
こ
で
必
要
を
感

じ
る
の
が「
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
」の

設
置
で
あ
る
。
こ
の
設
置
の
メ

リ
ッ
ト
は「
高
齢
世
帯
」に
も
あ

る
。
留
守
で
も
受
け
取
れ
る「
宅

配
ボ
ッ
ク
ス
」の
設
置
に
取
り
組

み
は
。

問
　
「
戸
建
て
住
宅
に
も
宅
配
ボ
ッ

ク
ス
を
」
と
実
証
実
験
さ
れ
た

市
が
あ
る
。
福
井
県
の「
あ
わ
ら

市
」で
あ
る
。
福
井
県
は「
全
47

都
道
府
県
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
１
６
年
度
版
」
で
一
位
に

な
っ
て
い
る
。行
政
が
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
を
徹
底
し
て
い
る
こ

と
と
思
う
。宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
設

置
は
。

問

所
有
者
不
明
の
土
地
に
つ
い
て

国
交
省
が
地
籍
調
査
を
し
た
結

果
所
在
の
確
認
が
で
き
な
い
土
地

が
20
・
１
％
あ
っ
た
。
当
町
の
所

有
者
不
明
の
土
地
は
何
筆
あ
っ
た

の
か
。

問

相
続
不
明
の
土
地
は
近
隣
の
大

き
な
迷
惑
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

税
の
滞
納
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

問

所
有
権
移
転
の
確
実
な
捕
捉

や
、
責
務
の
明
確
化
等
を
条
例
化

し
て
、
所
有
者
の
意
識
向
上
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

問

農
業
振
興
課
長

▲あわら市宅配ボックス設置モニター宅

ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
に
つ
い
て
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一般質問

山 中　則 夫 議 員

農家の所得向上の施策は

販売量の拡大、価格の向上等

質
　
問

町
　
長

担
い
手
の
育
成
や
経
営
規
模
拡
大

に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
を
計
る
。

　
ま
た
生
産
性
を
高
め
、
品
質
の
向
上
に

取
り
組
み
、
効
率
的
に
生
産
で
き
る
体
制

を
取
っ
て
い
き
た
い
。

農
業
も
技
術
的
に
高
度

化
さ
れ
て
き
て
い
る
。
経
営
を
含
め
た
指

導
の
た
め
に
、
職
員
も
現
場
に
行
っ
て
農

家
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
を
も
ち
な
が
ら

技
術
、所
得
向
上
に
努
力
し
て
い
く
。

今
後
は
開
発
も
大
事
で

あ
る
。

　
そ
の
為
に
も
、
い
か
に
流
通
販
売
網
を

確
立
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

解
体
工
事
を
平
成
33
年

度
中
に
完
了
し
、
更
地
に
す
る
。
利
活
用

に
つ
い
て
は
、「
健
康
と
に
ぎ
わ
い
と
交

流
の
拠
点
」と
い
う
テ
ー
マ
で
検
討
作
業

に
入
っ
て
い
る
。

来
年
度
に
町
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
基
本
構
想
を
集
め
た

い
。
完
成
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
未
定

だ
。

一
般
的
に
農
用
地
は

農
振
法
に
よ
り
宅
地
化
で
き
な
い
。
し
か

し
、
地
域
の
生
活
環
境
や
農
業
事
情
等
の

調
査
を
踏
ま
え
、
具
体
的
で
実
現
性
の
高

い
事
業
計
画
で
あ
れ
ば
、
見
直
し
に
つ
い

て
、検
討
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

時
に
は
町
民
の
方
の
苦
情
も
あ
る

が
、
常
々
職
員
に
は
町
民
の
幸
福
向
上
の

た
め
に
、
公
務
員
と
し
て
自
覚
し
て
働
い

て
も
ら
い
た
い
と
指
導
し
、
プ
ロ
意
識
を

持
っ
て
、
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
と
教
育

し
て
い
る
。

農
家
の
意
識
向
上
、
専
門
家
に

よ
る
営
農
指
導
の
充
実
、
農
家
・

農
協
・
行
政
の
三
位
一
体
と
な
っ

て
、
農
家
の
所
得
向
上
の
努
力
を

す
べ
き
で
は
。

問

近
年
農
産
物
の
品
質
が
良
く

な
っ
て
い
る
。
更
な
る
向
上
の
た

め
に
営
農
指
導
を
充
実
さ
せ
町
の

特
産
品
の
確
立
に
努
力
す
べ
き
で

は
。

問

農
家
が
一
般
的
に
生
産
で
き
る

農
産
物
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
か
。

問

五
本
松
住
宅
跡
地
の
今
後
の
計
画
は

五
本
松
住
宅
跡
地
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
大
変
注
目
し
て
い
る
。

現
在
、ど
う
い
う
計
画
な
の
か
。

問

大
開
発
事
業
に
な
る
と
思
う

が
、
是
非
、
経
済
効
果
・
生
産
性

を
基
本
に
、夢
の
あ
る
施
設
を
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
現
し
て
も

ら
い
た
い
が
。

問樺
山・宮
村
の
農
地
を
宅
地
に

二
地
区
・
三
地
区
は
、
地
域
的

に
利
便
性
も
あ
る
。
ど
う
に
か
し

て
少
し
で
も
農
地
を
宅
地
化
で
き

な
い
か
。

問

町
職
員
の
意
識
改
革
の
指
導
は

今
日
ま
で
多
く
の
町
民
の
皆
様

方
と
接
し
て
き
た
。
ま
だ
ま
だ
厳

し
い
生
活
を
さ
れ
て
い
る
実
情
を

見
る
時
、
町
職
員
は
原
点
に
立
ち

返
っ
て
町
民
の
幸
せ
の
た
め
、
さ

ら
に
情
熱
を
も
っ
て
汗
を
流
し
て

も
ら
い
た
い
が
。

問

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

▲跡地活用が検討されている五本松住宅
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一般質問

楠 原　更 三 議 員

自治公民館に期待することは

最も連携すべき団体

質
　
問

教
育
長

自
治
公
民
館
は
住
民
自
治
が
基

本
で
あ
り
、
協
働
の
町
づ
く
り
に
は
最
も

連
携
す
べ
き
団
体
で
あ
る
。
地
域
住
民
の

交
流
を
図
る
た
め
の
活
動
は
も
と
よ
り
、

環
境
美
化
活
動
や
安
心
安
全
の
町
づ
く
り

の
推
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

促
進
が
あ
げ
ら
れ
る
。近
年
で
は
、福
祉・

健
康
づ
く
り
の
推
進
、
自
主
防
災
組
織
と

し
て
の
役
割
な
ど
に
期
待
し
て
い
る
。

自
治
公
民
館
は
住
民
自
治
の
基

本
的
な
単
位
で
あ
り
、
地
域
生
活
に
根
ざ

し
た
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
特
性
と
現
状
か
ら
考
え
て
、
適

正
規
模
を
一
律
に
示
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

事
業
名
、
事
業
団
体
名

及
び
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
６
つ
の
団
体
の
申
請
を
受

け
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、審

査
の
結
果
、全
て
の
事
業
が
承
認
さ
れ
た
。

※�

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
…
町
民
と
協
力
し

て
地
域
を
活
性
化
す
る「
自
立
と
協
働
で

創
る
元
気
な
ま
ち
三
股
」を
目
指
し
、
特

色
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
団
体
に

補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
。

地
域
住
民
が
創
意
工
夫

に
よ
り
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と

は
、
町
づ
く
り
の
理
想
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
情
報
の
共
有
が
必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ス
ペ
ー
ス
的
な
問
題
や
平

等
・
公
平
な
立
場
等
、
早
急
に
取
り
組
め

な
い
課
題
が
あ
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
町
主
催
の
も
の
等
を
中
心
に
周
知
し

て
い
る
。
今
後
は
、
町
の
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ

ク
の
活
用
を
検
討
し
た
い
。

就
業
情
報
の
提
供
等
に

よ
り
地
元
へ
の
就
職
を
支
援
す
る
こ
と
は

重
要
な
役
割
で
あ
る
。

　
今
回
の
県
の
情
報
誌
で
掲
載
さ
れ
た
町

内
の
企
業
数
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
第
2
弾
で
は
県
の
担
当
部
署
と
連
絡
を

と
り
な
が
ら
適
正
な
枠
を
確
保
し
た
い
。

今
年
度
の
計
画
は
約
9
万
㎡

の
取
得
。
今
秋
以
降
、
有
識
者
か
ら
な
る

「
梶
山
城
跡
調
査
整
備
検
討
委
員
会
」を

設
置
し
、
国
指
定
に
向
け
て
の
本
格
的
な

取
り
組
み
を
始
め
る
予
定
。
有
効
活
用
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

自
治
公
民
館
の
自
治
活
動
に

ど
の
よ
う
な
事
を
期
待
し
て
い
る

か
。

問

自
治
公
民
館
加
入
率
に
大
き
な

差
が
み
ら
れ
る
。
自
治
公
民
館
の

適
正
規
模
は
ど
の
程
度
と
考
え
て

い
る
か
。

問※
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
の
実
施
状
況
と
成

果
に
つ
い
て
の
周
知
は
。

問

地
域
活
性
化
の
動
き
を
知
ら
せ

る
掲
示
板
と
し
て
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
活
用
で
き
な
い
か
。

問地
元
就
職
支
援
策
は

行
政
が
、
町
内
の
事
業
所
の
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ

る
。町
の
対
策
は
。

ま
た
、
県
が
作
成
し
た
情
報
誌

に
町
内
企
業
は
1
社
し
か
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
。
今
年
第
2
弾
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
か
。

問

梶
山
城
跡
整
備
事
業
に
つ
い
て

現
況
と
買
収
済
地
の
有
効
活

用
は
。

問

▲宮崎県企業紹介冊子
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一般質問

指 宿　秋 廣  議 員

下水道の加入率促進を

粘り強く未加入者に働きかける

質
　
問

町
　
長

加
入
の
促
進
は
重
要
だ
と
認
識
し

て
い
る
。し
か
し
、実
力
行
使
の
よ
う
な
や

り
方
は
い
か
が
か
と
思
う
。

接
続
率
は
、
利
用
人
口
を
利
用
可

能
人
口
で
除
し
て
算
出
す
る
が
、
公
共
下

水
道
の
接
続
率
は
、平
成
29
年
度
末
は
55
・

9
％
で
あ
る
。

公
共
下
水
道
事
業
運
営

審
議
会
は
、
平
成
21
年
12
月
に
受
益
者
負

担
金
免
除
等
に
つ
い
て
調
査
審
議
で
開
催

し
た
が
、そ
の
後
審
議
は
し
て
い
な
い
。

大
淀
川
の
浄
化
と
河
川

環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、「
大
淀
川
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
」で

は
、下
水
道
へ
の
接
続
率
を
推
進 

す
る
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

該
当
件
数
は
１
件
で
あ
る
。

整
備
予
定
区
域
は
、
現

在
植
木
地
区
の
一
部
ま
で
と
な
っ
て
い

る
。今
後
植
木
地
区
を
全
域
整
備
す
る
か
、

ま
た
蓼
池
地
区
を
ど
こ
ま
で
整
備
す
る
か

は
、都
市
計
画
審
議
会
等
で
検
討
し
た
い
。

他
自
治
体
の
動
向
等
を

踏
ま
え
検
討
・
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

平
成
29
年
度
退
職
者
３
名

が
、大
阪
府
貝
塚
市
役
所
、東
京
都
目
黒
区

役
所
、熊
本
県
益
城
町
役
場
で
あ
る
。

※�

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
…
都
市
か
ら
地
方
に

移
住
す
る
動
き
の
総
称
。

改
正
の
内
容
は
、
特
別
職
の

任
用
と
臨
時
的
任
用
の
厳
格
化
及
び
一
般

職
の
非
常
勤
職
員
の
任
用
等
に
関
す
る
明

確
化
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
大
き
く
変
わ

る
も
の
で
は
な
い
。

※�

会
計
年
度
任
用
職
員
…
一
般
職
の
非
常
勤

職
員
の
任
用
に
関
し
て
採
用
方
法
や
任
期

等
を
明
確
化
す
る
た
め
に
新
た
に
創
設
さ

れ
た
制
度
。

役
場
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て

平
成
17
年
に
供
用
開
始
さ
れ
た
、

下
水
道
の
普
及
率
は
。

問

今
後
の
加
入
促
進
に
向
け
て
、

公
共
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
は

何
回
開
催
さ
れ
た
か
。

問環
境
水
道
課
長

接
続
率
で
他
の
自
治
体
も
同
じ

よ
う
な
悩
み
を
持
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
他
の
自
治
体
と
協
議
会
等

の
協
議
機
関
は
あ
る
か
。

問環
境
水
道
課
長

本
町
で
は
、下
水
道
接
続
工
事

で
銀
行
等
か
ら
お
金
を
借
り
た
時
、

利
息
が
５
％
を
超
え
た
場
合
、そ

の
利
息
を
負
担
す
る
と
あ
る
が
今

ま
で
に
該
当
者
が
あ
っ
た
か
。

問環
境
水
道
課
長

　
「
下
水
道
接
続
指
導
要
綱
」を

定
め
て
、強
力
に
接
続
を
呼
び
か

け
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、本

町
で
も
こ
れ
ら
の
所
を
参
考
に

し
て
、指
導
要
綱
を
制
定
す
る
考

え
は
な
い
か
。

問

公
共
下
水
道
の
整
備
予
定
区
域

は
、今
後
見
直
す
予
定
は
あ
る
か
。

問環
境
水
道
課
長

管
理
さ
れ
た
き
れ
い
な
水
を

河
川
に
流
す
こ
と
が
大
切
な
の

で
、公
共
下
水
道
区
域
・
農
業
集

落
排
水
区
域
以
外
の
地
域
に
つ

い
て
、合
併
浄
化
槽
を
町
の
直
轄

で
運
営
す
る
考
え
は
な
い
か
。

問環
境
水
道
課
長

本
町
で
経
験
を
積
み
貴
重
な
人

材
が
、※
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
の

逆
の
現
象
で
、役
場
を
退
職
し
て
、

他
の
自
治
体
職
員
に
転
職
し
た

例
は
あ
る
か
。

問
　
「
※
会
計
年
度
任
用
職
員
」制
度

が
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
が
、ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

現
在
職
場
で
委
託
・
嘱
託
・
パ
ー

ト
で
働
い
て
い
る
方
々
は
、今
の

職
場
環
境
が
悪
く
な
る
こ
と
は

な
い
か
。

問
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研修報告

※�

地
域
雇
用
創
造
事
業
…
雇
用
機
会
が
不
足
し
て
い

る
地
域
に
お
け
る
自
発
的
な
雇
用
創
造
の
取
組
を

国
が
支
援
す
る
事
業
で
、
７
月
初
め
の
回
覧
及
び

広
報
三
股
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲髙巢和水町町長の歓迎挨拶

▲和水町庁舎前

人
吉
市
の「
ひ
ま
わ
り
グ
ル
ー
プ
」は
、
60
歳
以
上
の

方
々
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
郷
土
料
理

の
研
究
や
高
齢
者
へ
の
弁
当
宅
配
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か

ら
始
め
ら
れ
、「
ひ
ま
わ
り
亭
」の
営
業
や
観
光
列
車
の

弁
当
の
注
文
を
受
け
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
※
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
も
取
り
組
み
、

人
吉
球
磨
10
市
町
村
に
よ
る
広
域
連
携
で
農
家
民
泊
を

推
進
す
る
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は

全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

高
齢
者
の
知
恵
・
技
等
の
活
用
、
空
き
家
・
古
民
家

の
再
生
、商
品
と
な
ら
な
い
地
元
食
材
の
利
用
等
、地
域

活
性
化
の
あ
り
方
と
し
て
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

「
食
」を
通
し
た
地
域
活
性
化
を
視
察
し
ま

し
た
。

※�

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
…
農
山
漁
村
地
域
に
お

い
て
自
然
、
文
化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
滞
在
型

の
余
暇
活
動
で
す
。

▲再生され、活用されている古民家

▲食を通じた情報発信の場「ひまわり亭」

熊
本
県
和な

ご

み水
町
と
人
吉
市
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

総務産業常任委員会行政視察報告
※
地
域
雇
用
創
造
事
業
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

地
域
雇
用
創
造
事
業
は
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
今
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
で
す
。和
水
町
は
、こ
の
事

業
の
先
進
地
で
す
。

和
水
町
で
は
同
事
業
に
よ
っ
て
、
平
成
26
年
７
月
か

ら
の
３
年
間
の
第
一
期
に
、
目
標
値（
69
名
）を
大
幅
に

上
回
る
雇
用（
１
３
２
名
）を
生
み
出
し
ま
し
た
。

現
在
、第
二
期
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、前
期
を

上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
実
績（
平
成
29
年
度
だ
け
で
62
名
）

を
上
げ
て
き
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
同
事
業
が
、
和
水
町
同
様
の
成
果
を
上
げ

る
こ
と
を
注
視
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
股
町
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
南

九
州
大
学
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
技
術
を
用
い
た
園
芸

作
物
新
品
種
の
開
発
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

加
工
・
業
務
用
に
適
し
た
多
収
性
国
産
カ

ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
新
品
種
の
開
発
に
力
を
入
れ
て

い
る
と
言
う
事
で
あ
り
、
三
股
町
の
特
産
品
と

な
る
よ
う
に
研
究
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
亜
熱
帯
植
物
で
あ
る
バ
ナ
ナ
等
、
東

南
ア
ジ
ア
産
の
農
作
物
を
町
内
で
も
栽
培
で
き

な
い
か
等
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
研
修
を
受
け
て
、
本
町
が
取
り

組
ん
で
い
る
六
次
化
に
つ
い
て
南
九
大
と
の
包

括
連
携
協
定
を
深
め
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。 南

九
州
大
学
視
察
研
修

▲バナナの苗木を前に南九州大学の先生達と

全議員による行政視察報告
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3年生8名、4年生9名が見学に来ました （平成30年５月10日）

　　　 

梶山小学校3年生・4年生

議長さんの席は、高くてえらいのがよくわかり
ました。将来、議会に行きたいです。

三股町をいい町にするために話し合っているん
ですね。ぼくも将来議員になりたいです。

ぼくは、初めて議長さんの席にすわりました。
議長さんの席は、王様のようなイスでした。

ぼくは、傍聴席について知りました。議会を見
るのは、町長さんや議員さんだけだと思ってい
ました。ぼくも議員になりたいです。

議長さんの席にすわった時、すごくいい気持ち
になりました。大きくなったら、ぼくも選挙に
参加したいです。

議長さんの席は、全体を見渡せて、学校と全く
違っていてビックリしました。私も議長になっ
てみたいです。

議長さんの席にすわった時、私が議長さんに
なった気分でした。次に来た時は、私が議長さ
んです。

大切な話し合いを議場でしていることがわかり
ました。大人になったら選挙に行きたいです。

4年生の感想です

会議の時、録音していることにおどろきました。
議場が思ったより広くておどろきました。

ちょっと
難しかったかな？

14



特　集

議員さんの席にすわって、ぼくもえらくなった
気分でした。大きなイスがいっぱいあるのにお
どろきました。

ようこそ。議場へ！

　　　 

ぼくは、一番えらい人の席にすわりました。話
をする時は、名札を立てて話すということ、終
わったらたおすことがわかりました。

私は、えらい人の席にすわれました。とても
いいイスでした。私もえらい人になった気分
でした。

ぼくは、えらい人の席にすわりました。いい気
分になりました。議長さんの席にすわったら、
すごく高い所にあってびっくりしました。

ぼくは、副町長さんの席にすわりました。だ
から、ぼくもえらくなったら、また、すわりた
いです。

私がおどろいたことは、イスの大きさがちがっ
たことです。議長さんの席は、とても大きかっ
たです。

ふだんは、入れない所なので、いい経験になり
ました。町長さんの席は大きかったです。意見
を言ってみたいです。

私は町長さんのイスにすわりました。マイクが
いっぱいあって、名札が立ったりおれたりする
のに、ビックリしました。

3年生の感想です

議会って
どういうところ？

選挙で
選ばれる？

どんな事を
話し合うの？

？？？
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こ
ん
に
ち
は 議
会
で
す

　
 N
o .92

平
成

30年
8月

15日（
N

o.92）　
■

発
行

/
三

股
町

議
会

　
〒

889
-1995 宮

崎
県

北
諸

県
郡

三
股

町
五

本
松

1-1　
TEL.0986-52-9310　

■
編

集
/

議
会

広
報

委
員

会
　

16

編 

集 

後 

記

　「
平
成
三
〇
年
七
月
豪
雨
」
と
気
象
庁
に

命
名
さ
れ
た
豪
雨
に
よ
る
死
者
不
明
者
総
数

は
、
二
五
〇
名
近
く
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま

で
に
記
録
に
な
い
豪
雨
に
避
難
指
示
が
報
ぜ

ら
れ
て
も
、
ま
さ
か
自
分
の
家
が
水
没
す
る

と
思
わ
な
か
っ
た
方
が
多
数
お
ら
れ
た
様
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
災
害
の
後
は
全
国
的
な
猛
暑

に
襲
わ
れ
、
豪
雨
の
後
始
末
に
多
大
な
影
響

が
出
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
広
報
紙
を
よ
り
多
く
の
町
民

の
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
様
、
中
学
校

の
部
活
動
の
紹
介
を
企
画
し
ま
し
た
。

皆
様
方
の
情
報
を
町
政
発
展
の
た
め
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一
報
を
。（

福
永
）

委
員
長福 

永
　
葊 

文

副
委
員
長楠 

原
　
更 

三

委
　
　
員山 

中
　
則 

夫

委
　
　
員指 

宿
　
秋 

廣

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

発
行
責
任
者
／
池 

邉
　
美 

紀

こんにちは! 三股中学校美術部です

わたしたち三股中学校美術部は 1 年⽣ 23 名、2 年⽣ 6 名、
3 年⽣ 12 名、計 41 名で仲良く活動している、明るく楽し
い部活動です。部顧問の村川直樹先⽣のご指導の下、各種作
品展に向けた作品づくりや、デッサンをはじめとした描画の
基礎技法の習得に⽇々励んでいます。昨年平成 29 年度は、
夏休みに都城市⽴美術館で開催される都北地区美術部合同
作品展への出品をはじめ、三股町⽂化祭での共同作品の展

● Ｈ29 都北地区美術部合同展 三股中共同制作作品の前で

● ランナーを応援するコース横断幕

● 三股町文化祭への作品展示

三股中学校美術部の紹介

⽰、みまたん霧島パノラマまらそんのランナーの
皆さんを応援するためのコース横断幕など、わた
したち美術部の活動を披露する場をいくつもい
ただきました。特に夏の合同美術部展では、部員
全員で協⼒して⼤きな共同制作に挑戦し、美術館
の広い壁⾯を覆いつくす迫⼒のある作品展⽰で
他の作品群を圧倒し、来場者の⽅々からも⼤変好
評をいただき、励みになりました。5 ⽉の連休か

ら制作をはじめて、7 ⽉中旬の開
催⽇直前まで、とても暑い美術室
の中で、汗だくになりながら作品
をつくり上げた甲斐がありました。
今後も私たちのつくった作品で周
りの⼈たちに元気を与えることが
できるような活動をめざしてがん
ばっていきます。

（三股中美術部部⻑3年 ⼭本茉優）


